








5.結論 

 A 群溶連菌より分離した細胞膜(SCM)抗原に対してモノクローナル抗体を作成し、これを

用いて SCM抗原に対する抗体価を ELISA により測定した。溶連菌感染後急性糸球体腎炎群

および ASO価の高い群において抗 SCM抗体の上昇を認め、溶連菌感染において SCM 抗原も

曝露されていることが証明された。しかし両群で抗体価の有意差を認めず、SCM のうち今

回測定した抗原は急性腎炎の発症には関与しないと考えられた。 


